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Revolution to the Future
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アンプへの接続はもちろん、ヘッドフォン端子やスピーカーを内蔵。軽くて
丈夫なカーボンファイバーを本体に採用し、多彩な音作りを実現するエフェ
クターやチューナー、メトロノーム、ルーパーを搭載。いつでもどこでも「弾
きたい！」と思った瞬間に演奏できる、スマートなギターです。

ヘッドフォンで演奏が楽しめる
スピーカー、エフェクト内蔵の
SMARTなギター

ヘッドフォンで演奏が楽しめる
スピーカー、エフェクト内蔵の
SMARTなギター

スピーカー搭載で、面倒な準備をスキップ

ヘッドフォンを接続すれば、夜間の演奏も◎

ワンタッチでエフェクトが切り替わる

豊富なエフェクト群を自由にカスタマイズ

演奏をサポートしてくれる様々な便利機能

USB Type-C 対応でギターの録音が簡単に

高温多湿に強く、軽量なカーボン素材

丈夫で使いやすい高機能なギグバッグ付属
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nebulaguitar.jp

GWセール開催中！
本体価格 77,000円（税込）

（税込）55,000円円

発行：特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会　　配布：全国2,140校の高等学校軽音楽部

2026年5月号 VOL.91

軽音楽部マガジン

第8回 高等学校軽音楽コンテスト関東大会より

軽音楽部マガジン
バックナンバー

軽音楽部ってどんな部活？
軽音楽部にもマネージメントの発想を…



特別賛助会員の皆様（敬称略／順不同）
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全国学校軽音楽部協会

軽音楽部の諸活動を通して若者の成長を応援しています

軽音楽部の正しい理解を

軽音楽部の全国普及に向けて

新しい活動の提案と支援

軽音楽部は部活動としての歴史が浅く、ポピュラーミュージックやバンドへの偏見も一

部に残っており、正しく理解されていないのが実状です。STEAM教育の一端として、

軽音楽を通した部活動の有意義さや得られるものなどを学校内外へ広めていきます。

学校教育の一環である部活動のひとつとして、軽音楽部が全国の学校に設立されることを

目指し、日々の練習や演奏会のサポート、楽器や機材の相談、各種クリニックや大会の開

催など、諸活動をバックアップしていきます。

デジタル化、IoT化による現代的な楽器や機材、DTMの普及による新しい軽音楽のスタ

イルなど、今と未来に見合った活動を各業界とのパイプ役として軽音楽部に提案、支援し

つつ、軽音楽のポップカルチャーとしての発展を目指します。
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特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org

全国約4,800校の
高校に軽音楽部を  
※現在、軽音楽部があるのは2,140校です（令和8年4月1日当協会調べ）

！

当協会の理念や活動内容にご賛同いただける方々のご寄付をお待ちしております
詳しくはこちらまで…
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軽音楽部マガジン　

From Chief-In-Editor

令和 8 年 5 月号 VOL.91

　新緑の季節を迎え、校内に新しい楽器の音が響き始める新学

期がやってきました。新入部員を迎え、活気に満ちたバンドが

次々と誕生するこの時期は、指導に当たる顧問の先生方にとっ

ても、顧問の役割や軽音楽部のあり方を再定義する重要なチャ

ンスです。今、改めて私たちが向き合わなければならない問い

があります。それは「趣味としてのバンド」と「部活動として

のバンド」の違いについてです。

「趣味」が崩壊を招く「部活動」の危機

　音楽は本来、自由で楽しいものです。しかし、学校教育にお

ける部活動として取り組む以上、そこには明確な「教育目的」

が介在しなければなりません。もしも部活動が単なる個人の趣

味や娯楽の延長線上に終始してしまったら、それは教育活動

としての土台が崩壊していると言わざるを得ません。趣味とし

ての音楽であれば、誰からも干渉されず、好きな時に好きなよ

うに演奏すれば事足ります。そこには高度な指導の必要性も、

組織としての規律も求められません。しかし、部活動が「教育

の一環」であるならば、そこには音楽の技術習得を超えた、人

間形成のプロセスが不可欠です。趣味に走る集団は、壁にぶつ

かった際に容易に霧散しますが、教育的要素を持つ「部活動」

は、困難を乗り越える過程で生徒たちを大きく成長させます。

この「教育的担保」があるからこそ、教員が顧問として存在す

る意義があるのです。

顧問の役目は「ティーチング」から「コーチング」へ

　では、顧問の役割とは何でしょうか。多くの先生方が「自分

には楽器の専門知識がないから」と悩まれますが、結論から言

えば、顧問が個々の生徒に楽器の技術指導を行う必要はありま

せん。顧問の真の役目は、生徒たちが自ら考え、判断し、行

動する「自主自立（自律）」を促すことにあります。バンドと

いう最小単位の社会の中で、いかに合意形成を図り、共通の目

標に向かって団体として機能するか。その環境を整え、生徒の

背中を押す「コーチ」としての立ち振る舞いが求められている

のです。具体的な楽器の演奏技術については、経験豊富な上級

生が教える文化を醸成したり、プロの外部指導員に委ねたりす

るのが健全な姿です。その分、顧問の先生方は「幹部生徒の育

成」や「外部指導員への教育的ルールの共有」に注力すべきで

す。生徒を直接指導するのではなく、「指導する立場にある

者」を教育すること。これこそが、多忙を極める現代の教員に

とって、持続可能かつ最も教育効果の高い指導のあり方ではな

いでしょうか。

「活動そのもの」から「生徒の変容」へ

　最後に、先生方のマインドセットについても触れたいと思い

ます。私たちは「部活動という場そのものが好き」という視点

から一歩踏み出し、「部活動を通して生徒が変化し、成長して

いく姿を見ることが好き」という意識へと転換していかなけれ

ばなりません。音楽を手段として、いかにコミュニケーション

能力や忍耐力、チームワークといった非認知能力を育んでいく

か。その手応えを感じることこそが、顧問としての真の醍醐味

であるはずです。全国学校軽音楽部協会（軽音協）としても、

この新しい時代の指導指針を強力にサポートしていきます。今

後は、先生方がより自信を持って生徒を導けるよう、コーチン

グ手法に関する勉強会などの開催を本格的に検討してまいりま

す。この一年が、生徒たちにとって、そして先生方にとって

も、音楽を通じたかけがえのない成長の場となることを切に

願っております。共に、軽音楽部の新しいスタンダードを築い

ていきましょう。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長 三谷佳之
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ラ
ー
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
楽
し
さ
な
の
で
す
。

　

音
楽
は
一
生
も
の
で
す
。
軽
音
楽
部
で
得
た
こ
と
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卒
業
し
た
後
も
必
ず
活
か
さ
れ
、
人
生
に
き
っ
と

素
敵
な
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を
添
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
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皆
さ

ん
も
軽
音
楽
を
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し
て
、
た
く
さ
ん
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こ
と
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経
験
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充
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し
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っ
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軽
音
楽
部
で
使
用
す
る
楽
器
は
、
主
に
ギ
タ
ー
、

ベ
ー
ス
、ド
ラ
ム
、キ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
他
の
楽
器
を
使
用
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
メ
イ
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と
な
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の
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つ
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で
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カ
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だ
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な
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演
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し
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が
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こ

と
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可
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で
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し
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で
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で
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ミ
ュ
ニ
ケ
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ョ
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軽
音
楽
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で
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。
学
外
で
活
動
し

て
い
る
高
校
生
バ
ン
ド
と
は
、
そ
も
そ
も
目
指
す
も

て
い
る
高
校
生
バ
ン
ド
と
は
、
そ
も
そ
も
目
指
す
も

の
や
活
動
内
容
が
違
う
の
で
す
。　

の
や
活
動
内
容
が
違
う
の
で
す
。　

　

高
校
の
軽
音
楽
部
で
は
楽
器
の
練
習
を
し
た
り
、

　

高
校
の
軽
音
楽
部
で
は
楽
器
の
練
習
を
し
た
り
、

バ
ン
ド
で
楽
曲
を
演
奏
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
部
全

バ
ン
ド
で
楽
曲
を
演
奏
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
部
全

体
で
様
々
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
文
化
祭

体
で
様
々
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
文
化
祭

や
定
期
演
奏
会
で
の
ラ
イ
ブ
、
他
校
と
の
合
同
演
奏

や
定
期
演
奏
会
で
の
ラ
イ
ブ
、
他
校
と
の
合
同
演
奏

会
や
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
セ
ミ

会
や
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
セ
ミ

ナ
ー
の
受
講
、
夏
合
宿
の
実
施
…
な
ど
、
部
活
動
だ

ナ
ー
の
受
講
、
夏
合
宿
の
実
施
…
な
ど
、
部
活
動
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
は
誰
で
も
ド
キ
ド
キ
す

　

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
は
誰
で
も
ド
キ
ド
キ
す

る
も
の
で
す
。
不
安
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
部
活

る
も
の
で
す
。
不
安
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
部
活

動
の
良
い
と
こ
ろ
は
先
輩
や
顧
問
の
先
生
、
学
校
に

動
の
良
い
と
こ
ろ
は
先
輩
や
顧
問
の
先
生
、
学
校
に

よ
っ
て
は
コ
ー
チ
な
ど
の
指
導
者
が
い
る
こ
と
で
す
。

よ
っ
て
は
コ
ー
チ
な
ど
の
指
導
者
が
い
る
こ
と
で
す
。

練
習
の
方
法
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
対
処
の
ア
ド
バ
イ
ス
ま

練
習
の
方
法
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
対
処
の
ア
ド
バ
イ
ス
ま

で
、
悩
み
ご
と
が
で
き
て
も
頼
れ
る
人
た
ち
が
い
る

で
、
悩
み
ご
と
が
で
き
て
も
頼
れ
る
人
た
ち
が
い
る

と
い
う
こ
と
が
、
部
活
動
で
あ
る
こ
と
の
最
大
の
強

と
い
う
こ
と
が
、
部
活
動
で
あ
る
こ
と
の
最
大
の
強

み
で
す
。

み
で
す
。

軽
音
楽
部
は
「
部
活
動
」

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
月
か
ら
新
し
い
学
校
生
活

と
と
も
に
部
活
動
も
始
ま
り
ま
す
。
軽
音
楽
部
は
全
国
で
入
部
者
数
が
増
え
て
い
る
、

近
年
人
気
が
高
い
注
目
度
ナ
ン
バ
ー
１
の
部
活
動
で
す
。
活
動
内
容
は
学
校
に
よ
っ
て

様
々
で
す
が
、
人
気
の
秘
密
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
！

　

軽
音
楽
部
は
文
化
部
に
属
し
ま
す
。
軽
音
楽
部
が

他
の
部
活
動
と
大
き
く
違
う
点
は
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
」
と
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
両
方
を
学
べ
る

こ
と
で
す
。
基
本
的
に
、
運
動
部
に
は
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
あ

り
ま
せ
ん
。
文
化
部
は
チ
ー
ム
で
何
か
を
生

み
出
す
と
い
う
よ
り
も
、
個
人
で
の
創
作
活

動
が
メ
イ
ン
で
す
。
同
じ
音
楽
系
部
活
動
で

あ
る
吹
奏
楽
部
や
合
唱
部
で
は
チ
ー
ム
と
し

て
の
連
帯
感
や
協
調
性
は
育
ま
れ
ま
す
が
、

創
作
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
軽
音
楽
部

は
「
バ
ン
ド
」
と
い
う
少
人
数
の
チ
ー
ム
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
手
で
音
楽
を
作
り
上
げ
て
い
く
と

こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
記
憶
型
・
受
動

型
タ
イ
プ
の
人
間
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
、

周
囲
の
人
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
実
行
し
て

い
け
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
動
部

と
文
化
部
の
良
い
と
こ
ろ
を
持
つ
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
両
方
を

兼
ね
備
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
部
活
動
、
そ

れ
が
軽
音
楽
部
の
魅
力
で
あ
り
、
ポ
ピ
ュ

軽
音
楽
部
っ
て
ど
ん
な
部
活
？

軽
音
楽
部
っ
て
ど
ん
な
部
活
？

軽
音
楽
部
で
学
べ
る
こ
と

焦
ら
ず
、
１
つ
ひ
と
つ
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
の
軽
音
楽
部
の
中
に
は
、
バ
ン
ド
ご
と
の
練

習
の
他
に
歌
や
楽
器
の
実
技
練
習
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
パ
ー
ト
ご
と
に
分
か

れ
た
り
、
部
員
全
員
で
「
全
体
練
習
」
を
行
っ
て
い

る
学
校
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
内
容
は
メ
ト

ロ
ノ
ー
ム
を
使
用
し
た
パ
ー
ト
別
の
基
礎
練
習
や
発

声
練
習
、
リ
ズ
ム
練
習
、
音
楽
理
論
の
勉
強
、
音
作

り
の
研
究
な
ど
で
す
。

　

部
活
動
と
し
て
軽
音
楽
に
取
り
組
む
最
大
の
利
点

（
メ
リ
ッ
ト
）
は
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
先

輩
た
ち
か
ら
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
言
え
ま
す
。
他
力

本
願
で
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
頼
り
に
な
る
相
談
相
手

が
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
心
強
い
も
の
で
す
。

採
用
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
演
奏
す
る
楽
曲

に
つ
い
て
も
、
メ
ン
バ
ー
で
自
由
に
決
め
る
場
合
も

あ
れ
ば
、
先
輩
や
顧
問
の
先
生
か
ら
課
題
曲
を
提
示

し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
既
存

曲
の
コ
ピ
ー
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
か
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
の
制
作
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
か
も
様
々
で
、

学
校
の
カ
ラ
ー
や
伝
統
、
地
域
性
な
ど
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
バ
ン
ド
を
組
ん
で
、
ど
ん
な
楽
曲
に

取
り
組
も
う
と
も
、
バ
ン
ド
で
は
自
分
の
意
見
を
メ

ン
バ
ー
に
伝
え
、
話
し
合
っ
て
ま
と
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
ほ
ど
、
意
見

が
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

時
の
た
め
に
先
輩
や
顧
問
の
先
生
が
い
て
く
れ
る
の

も
部
活
動
で
あ
る
こ
と
の
利
点
と
言
え
ま
す
。

 

歌
や
楽
器
の

 

練
習
に
取
り
組
む

 

バ
ン
ド
を
組
み
、

 

合
奏
す
る
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日
々
の
個
人
練
習
や
バ
ン
ド
練
習
で
積
み
上
げ
て

　

日
々
の
個
人
練
習
や
バ
ン
ド
練
習
で
積
み
上
げ
て

き
た
成
果
を
発
揮
す
る
手
段
の
１
つ
が
「
ラ
イ
ブ
」

き
た
成
果
を
発
揮
す
る
手
段
の
１
つ
が
「
ラ
イ
ブ
」

で
す
。
軽
音
楽
部
で
は
、
文
化
祭
や
新
入
生
歓
迎
会
、

で
す
。
軽
音
楽
部
で
は
、
文
化
祭
や
新
入
生
歓
迎
会
、

卒
業
ラ
イ
ブ
、
校
内
ラ
イ
ブ
や
定
期
演
奏
会
、
他
校

卒
業
ラ
イ
ブ
、
校
内
ラ
イ
ブ
や
定
期
演
奏
会
、
他
校

と
の
合
同
演
奏
会
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
や
地
域
の
お

と
の
合
同
演
奏
会
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
や
地
域
の
お

祭
り
な
ど
、
様
々
な
演
奏
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
最

祭
り
な
ど
、
様
々
な
演
奏
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
最

初
は
初
心
者
で
軽
音
楽
部
に
入
部
し
た
と
し
て
も
、

初
は
初
心
者
で
軽
音
楽
部
に
入
部
し
た
と
し
て
も
、

バ
ン
ド
で
１
曲
で
も
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

バ
ン
ド
で
１
曲
で
も
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
演
奏
す
る
チ
ャ
ン
ス

そ
れ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
演
奏
す
る
チ
ャ
ン
ス

は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
す
。

は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

最
も
身
近
な
「
校
内
ラ
イ
ブ
」
は
部
員
は
も
ち
ろ
ん
、

　

最
も
身
近
な
「
校
内
ラ
イ
ブ
」
は
部
員
は
も
ち
ろ
ん
、

ク
ラ
ス
の
友
達
や
先
生
方
に
演
奏
を
見
て
（
聴
い
て
）

ク
ラ
ス
の
友
達
や
先
生
方
に
演
奏
を
見
て
（
聴
い
て
）

も
ら
う
絶
好
の
機
会
で
す
。
軽
音
楽
部
に
よ
る
演
奏

も
ら
う
絶
好
の
機
会
で
す
。
軽
音
楽
部
に
よ
る
演
奏

が
文
化
祭
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
学
校
も
少
な
く
な

が
文
化
祭
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
学
校
も
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
目
標

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
目
標

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
他
校
と
の
交
流
が
盛
ん
な
学

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
他
校
と
の
交
流
が
盛
ん
な
学

校
で
あ
れ
ば
、
自
校
で
合
同
演
奏
会
を
主
催
し
た
り
、

校
で
あ
れ
ば
、
自
校
で
合
同
演
奏
会
を
主
催
し
た
り
、

他
校
へ
出
向
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他

他
校
へ
出
向
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他

校
の
バ
ン
ド
の
実
力
に
触
れ
、
お
互
い
を
高
め
合
う

校
の
バ
ン
ド
の
実
力
に
触
れ
、
お
互
い
を
高
め
合
う

こ
と
が
で
き
、
新
し
い
音
楽
仲
間
に
も
出
会
う
こ
と

こ
と
が
で
き
、
新
し
い
音
楽
仲
間
に
も
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
際
に
は
演
奏
だ
け
で
な
く
、

　

ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
際
に
は
演
奏
だ
け
で
な
く
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
の
準
備
や
音
響
、
照
明
、
楽

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
の
準
備
や
音
響
、
照
明
、
楽

器
＆
機
材
係
と
い
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
を
は
じ
め
、

器
＆
機
材
係
と
い
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
を
は
じ
め
、

出
演
順
の
検
討
や
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
作
成
、
司
会

出
演
順
の
検
討
や
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
作
成
、
司
会

に
よ
る
進
行
管
理
、
お
客
さ
ん
の
誘
導
、
ス
テ
ー
ジ

に
よ
る
進
行
管
理
、
お
客
さ
ん
の
誘
導
、
ス
テ
ー
ジ

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
披
露
す
る
場
所

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
披
露
す
る
場
所

は
定
期
演
奏
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
場
で
の
「
ラ

は
定
期
演
奏
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
場
で
の
「
ラ

イ
ブ
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
に
よ
っ
て
は

イ
ブ
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
に
よ
っ
て
は

バ
ン
ド
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
目
的
を
は

バ
ン
ド
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
目
的
を
は

じ
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
音
源
（
形
）
に
残
す
目
的

じ
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
音
源
（
形
）
に
残
す
目
的

で
「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

で
「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ん
て
、
と
て
も
…
」

あ
り
ま
す
。「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ん
て
、
と
て
も
…
」

と
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

と
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

近
年
で
は
、
意
外
と
簡
単
に
自
分
た
ち
の
手
で
レ
コ
ー

近
年
で
は
、
意
外
と
簡
単
に
自
分
た
ち
の
手
で
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

デ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
①
歌
と
楽
器
の
演
奏
を
録

　

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
①
歌
と
楽
器
の
演
奏
を
録

音
す
る
→
②
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
音
源
デ
ー
タ
に
す
る

音
す
る
→
②
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
音
源
デ
ー
タ
に
す
る

…
こ
れ
だ
け
で
す
。
以
前
は
、
③
と
し
て
「
Ｃ
Ｄ
に

…
こ
れ
だ
け
で
す
。
以
前
は
、
③
と
し
て
「
Ｃ
Ｄ
に

焼
く
」
と
い
う
作
業
が
当
た
り
前
で
し
た
が
、
音
源

焼
く
」
と
い
う
作
業
が
当
た
り
前
で
し
た
が
、
音
源

デ
ー
タ
の
ま
ま
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
る
現
代
で
は
、

デ
ー
タ
の
ま
ま
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
る
現
代
で
は
、

Ｃ
Ｄ
に
す
る
／
し
な
い
は
自
由
で
す
。
Ｃ
Ｄ
に
封
入

Ｃ
Ｄ
に
す
る
／
し
な
い
は
自
由
で
す
。
Ｃ
Ｄ
に
封
入

す
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
作
成
、
Ｃ
Ｄ

す
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
作
成
、
Ｃ
Ｄ

の
プ
レ
ス
に
は
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
り
ま
す
が
、

の
プ
レ
ス
に
は
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
り
ま
す
が
、

Ｃ
Ｄ
と
し
て
形
に
残
し
て
お
け
ば
、
軽
音
楽
部
で
活

Ｃ
Ｄ
と
し
て
形
に
残
し
て
お
け
ば
、
軽
音
楽
部
で
活

動
し
た
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に

動
し
た
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に

写
真
も
載
っ
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
良
い
記
念
に
な
る

写
真
も
載
っ
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
良
い
記
念
に
な
る

で
し
ょ
う
。

で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
効
果
は
「
思
い
出

　

一
方
で
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
効
果
は
「
思
い
出

作
り
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
練
習
に
は

作
り
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
練
習
に
は

な
い
緊
張
感
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
つ
心
を
強

な
い
緊
張
感
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
つ
心
を
強

く
し
、
普
段
は
、
な
お
ざ
り
に
し
て
い
た
苦
手
な
部

く
し
、
普
段
は
、
な
お
ざ
り
に
し
て
い
た
苦
手
な
部

　

文
字
通
り
、
軽
音
楽
部
は
「
音
楽
」
を
す
る
部
活

　

文
字
通
り
、
軽
音
楽
部
は
「
音
楽
」
を
す
る
部
活

動
で
す
。
人
気
の
邦
楽
曲
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、
自
分

動
で
す
。
人
気
の
邦
楽
曲
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、
自
分

た
ち
で
作
詞
、
作
曲
を
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
披
露

た
ち
で
作
詞
、
作
曲
を
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
披
露

す
る
な
ど
、
思
い
描
く
よ
う
な
音
楽
を
バ
ン
ド
で
奏

す
る
な
ど
、
思
い
描
く
よ
う
な
音
楽
を
バ
ン
ド
で
奏

で
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
歌
や
楽
器
の
テ

で
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
歌
や
楽
器
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
知
識
が
必
要
で
す
。

ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
知
識
が
必
要
で
す
。

そ
れ
は
楽
器
の
特
性
や
機
材
の
使
い
方
に
始
ま
り
、
音

そ
れ
は
楽
器
の
特
性
や
機
材
の
使
い
方
に
始
ま
り
、
音

作
り
の
コ
ツ
や
楽
器
や
機
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
あ

作
り
の
コ
ツ
や
楽
器
や
機
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
あ

る
い
は
音
階
や
和
音
と
い
っ
た
音
楽
理
論
や
コ
ー
ド

る
い
は
音
階
や
和
音
と
い
っ
た
音
楽
理
論
や
コ
ー
ド

ネ
ー
ム
の
解
釈
、
コ
ー
ド
進
行
に
つ
い
て
な
ど
、
多

ネ
ー
ム
の
解
釈
、
コ
ー
ド
進
行
に
つ
い
て
な
ど
、
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
普
段
の
練
習
方
法
や
基

岐
に
渡
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
普
段
の
練
習
方
法
や
基

礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
作
詞
や
作
曲
方
法
、
ア
ン
サ

礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
作
詞
や
作
曲
方
法
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
ま
と
め
方
、
ラ
イ
ブ
前
の
心
得
や
準
備
し

ン
ブ
ル
の
ま
と
め
方
、
ラ
イ
ブ
前
の
心
得
や
準
備
し

て
お
く
べ
き
こ
と
な
ど
、
学
ぶ
も
の
や
知
っ
て
お
き

て
お
く
べ
き
こ
と
な
ど
、
学
ぶ
も
の
や
知
っ
て
お
き

た
い
知
識
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

た
い
知
識
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

　

現
代
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
、

　

現
代
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
事
例
や
い
ろ
い
ろ
な
答
え
が
出
て
く
る

こ
れ
ま
で
の
事
例
や
い
ろ
い
ろ
な
答
え
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
痒
い
と
こ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
痒
い
と
こ

ろ
に
手
が
届
く
よ
う
な
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必

ろ
に
手
が
届
く
よ
う
な
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必

要
な
こ
と
は
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
に
く
い
も
の
で

要
な
こ
と
は
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
に
く
い
も
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
軽

す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
軽

音
楽
部
と
い
う
部
活
動
で
音
楽
を
学
ん
で
い
る
高
校

音
楽
部
と
い
う
部
活
動
で
音
楽
を
学
ん
で
い
る
高
校

生
に
向
け
た
情
報
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

生
に
向
け
た
情
報
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

高
等
学
校
文
化
連
盟
軽
音
楽
専
門
部
や
軽
音
楽
連

　

高
等
学
校
文
化
連
盟
軽
音
楽
専
門
部
や
軽
音
楽
連

盟
が
設
置
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
で
は
、
そ
の
規
模

盟
が
設
置
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
で
は
、
そ
の
規
模

や
回
数
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
ボ
ー
カ
ル
や
ギ
タ
ー
、

や
回
数
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
ボ
ー
カ
ル
や
ギ
タ
ー
、

　

学
校
に
よ
っ
て
は
、
夏
休
み
や
春
休
み
な
ど
の
長

　

学
校
に
よ
っ
て
は
、
夏
休
み
や
春
休
み
な
ど
の
長

期
休
み
を
利
用
し
て
、「
合
宿
」
を
行
っ
て
い
る
軽
音

期
休
み
を
利
用
し
て
、「
合
宿
」
を
行
っ
て
い
る
軽
音

楽
部
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
も
っ
と
練
習
時
間
が

楽
部
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
も
っ
と
練
習
時
間
が

欲
し
い
」「
た
く
さ
ん
バ
ン
ド
練
習
が
し
た
い
」「
メ

欲
し
い
」「
た
く
さ
ん
バ
ン
ド
練
習
が
し
た
い
」「
メ

ン
バ
ー
同
士
や
部
員
同
士
の
絆
を
深
め
た
い
」
と
い
っ

ン
バ
ー
同
士
や
部
員
同
士
の
絆
を
深
め
た
い
」
と
い
っ

た
数
々
の
希
望
を
す
べ
て
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

た
数
々
の
希
望
を
す
べ
て
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
合
宿
な
の
で
す
。

が
、
合
宿
な
の
で
す
。

　

合
宿
に
参
加
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
「
個

　

合
宿
に
参
加
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
「
個

人
の
ス
キ
ル
」「
バ
ン
ド
の
一
体
感
」「
楽
器
や
機
材

人
の
ス
キ
ル
」「
バ
ン
ド
の
一
体
感
」「
楽
器
や
機
材

な
ど
の
知
識
」「
部
員
同
士
の
関
係
の
向
上
」
な
ど
、

な
ど
の
知
識
」「
部
員
同
士
の
関
係
の
向
上
」
な
ど
、

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
学
校
で
行
っ
て
い
る
普
段
の
部

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
学
校
で
行
っ
て
い
る
普
段
の
部

活
動
と
は
異
な
る
環
境
は
、
自
分
自
身
の
音
楽
や
楽

活
動
と
は
異
な
る
環
境
は
、
自
分
自
身
の
音
楽
や
楽

器
へ
の
関
わ
り
方
を
は
じ
め
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
つ

器
へ
の
関
わ
り
方
を
は
じ
め
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
つ

な
が
り
を
良
い
方
向
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

な
が
り
を
良
い
方
向
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
合
宿
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
最
大
の
メ
リ
ッ

て
、
合
宿
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
と
言
え
る
の
が
「
時
間
の
確
保
」
で
す
。
数
日
間
、

ト
と
言
え
る
の
が
「
時
間
の
確
保
」
で
す
。
数
日
間
、

音
楽
以
外
の
こ
と
を
考
え
な
く
て
も
良
い
期
間
や
思

音
楽
以
外
の
こ
と
を
考
え
な
く
て
も
良
い
期
間
や
思

う
存
分
に
個
人
練
習
や
バ
ン
ド
で
の
合
わ
せ
練
習
に

う
存
分
に
個
人
練
習
や
バ
ン
ド
で
の
合
わ
せ
練
習
に

没
頭
で
き
る
時
間
は
、
合
宿
で
し
か
得
る
こ
と
が
で

没
頭
で
き
る
時
間
は
、
合
宿
で
し
か
得
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
練
習
後
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
反
省

き
ま
せ
ん
。
練
習
後
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
反
省

会
を
行
い
、
次
に
向
け
た
目
標
を
設
定
し
た
り
、
意

会
を
行
い
、
次
に
向
け
た
目
標
を
設
定
し
た
り
、
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

識
を
高
め
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
先
輩
や
後
輩
、
自
分
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー

　

も
ち
ろ
ん
先
輩
や
後
輩
、
自
分
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー

以
外
の
部
員
と
の
交
流
も
新
た
に
生
ま
れ
、
軽
音
楽

以
外
の
部
員
と
の
交
流
も
新
た
に
生
ま
れ
、
軽
音
楽

部
全
体
の
連
帯
感
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

部
全
体
の
連
帯
感
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
集
団
行
動
を
す
る
中
で
し
か
生
ま
れ
な
い
コ

た
、
集
団
行
動
を
す
る
中
で
し
か
生
ま
れ
な
い
コ

＆
会
場
作
り
な
ど
、
制
作
側
の
仕
事
も
軽
音
楽
部
員

＆
会
場
作
り
な
ど
、
制
作
側
の
仕
事
も
軽
音
楽
部
員

が
分
担
し
て
行
い
ま
す
。
他
校
の
生
徒
を
迎
え
る
の

が
分
担
し
て
行
い
ま
す
。
他
校
の
生
徒
を
迎
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
誘
導
や
控
室
の
準
備
も
必
要
で
す
。
部

で
あ
れ
ば
、
誘
導
や
控
室
の
準
備
も
必
要
で
す
。
部

員
全
員
が
１
つ
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
音
楽
イ
ベ
ン

員
全
員
が
１
つ
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
音
楽
イ
ベ
ン

ト
に
関
わ
る
様
々
な
仕
事
を
分
担
し
ま
す
。
大
変
に

ト
に
関
わ
る
様
々
な
仕
事
を
分
担
し
ま
す
。
大
変
に

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
無
事
に

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
無
事
に

終
わ
っ
た
時
の
達
成
感
は
格
別
な
も
の
で
す
。

終
わ
っ
た
時
の
達
成
感
は
格
別
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
や
各
種
大

　

ま
た
、
近
年
で
は
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
や
各
種
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
の
１
つ
と
し
て
い
る
学

会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
の
１
つ
と
し
て
い
る
学

校
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
等
学
校
文
化
連
盟

校
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
等
学
校
文
化
連
盟

軽
音
楽
専
門
部
や
軽
音
楽
連
盟
が
設
置
さ
れ
て
い
る

軽
音
楽
専
門
部
や
軽
音
楽
連
盟
が
設
置
さ
れ
て
い
る

都
道
府
県
で
は
、
そ
れ
ら
が
主
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト

都
道
府
県
で
は
、
そ
れ
ら
が
主
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト

や
大
会
が
行
わ
れ
、
勝
ち
上
が
れ
ば
「
全
国
大
会
」

や
大
会
が
行
わ
れ
、
勝
ち
上
が
れ
ば
「
全
国
大
会
」

と
銘
打
っ
た
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す
る
こ
と
も

と
銘
打
っ
た
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

分
や
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
へ
の
対
処
な
ど
を
個
人
的

分
や
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
へ
の
対
処
な
ど
を
個
人
的

に
も
、
バ
ン
ド
と
し
て
も
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
で

に
も
、
バ
ン
ド
と
し
て
も
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
録
音
し
た
自
分
た
ち
の
演
奏
を
客
観
的
に

き
ま
す
。
録
音
し
た
自
分
た
ち
の
演
奏
を
客
観
的
に

細
か
く
聴
き
返
す
こ
と
で
、
い
つ
も
の
練
習
で
は
気

細
か
く
聴
き
返
す
こ
と
で
、
い
つ
も
の
練
習
で
は
気

が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
発
見
で
き
る
の
で
、
バ
ン

が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
発
見
で
き
る
の
で
、
バ
ン

ド
の
演
奏
技
術
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

ド
の
演
奏
技
術
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
プ
ロ
・
ク
オ
リ
テ
ィ
の
作
品
を
制
作

　

と
は
い
え
、
プ
ロ
・
ク
オ
リ
テ
ィ
の
作
品
を
制
作

す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
普
段
使
用
し
て
い
る
音
響

す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
普
段
使
用
し
て
い
る
音
響

機
材
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
あ

機
材
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
あ

れ
ば
、
十
分
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
え
ま
す
。
パ

れ
ば
、
十
分
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
え
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
音
楽
制
作
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た

ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
音
楽
制
作
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た

高
度
な
作
品
づ
く
り
も
で
き
ま
す
が
、
必
須
で
は
あ

高
度
な
作
品
づ
く
り
も
で
き
ま
す
が
、
必
須
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と

が
な
い
学
校
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
取
り
組
ん
で
み

が
な
い
学
校
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
取
り
組
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
、
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
各
パ
ー
ト

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
、
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
各
パ
ー
ト

ご
と
の
技
術
講
習
会
や
バ
ン
ド
単
位
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

ご
と
の
技
術
講
習
会
や
バ
ン
ド
単
位
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く

が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く

て
も
、
学
校
独
自
に
音
楽
専
門
学
校
や
音
楽
教
室
な

て
も
、
学
校
独
自
に
音
楽
専
門
学
校
や
音
楽
教
室
な

ど
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る

ど
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。「
今
、
聞
き
た
い
話
」
を
プ

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。「
今
、
聞
き
た
い
話
」
を
プ

ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
音
響
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
っ

ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
音
響
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
っ

た
専
門
家
か
ら
直
接
聞
い
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
も

た
専
門
家
か
ら
直
接
聞
い
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
も

ら
え
る
の
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
す
。
部
活
動
で

ら
え
る
の
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
す
。
部
活
動
で

あ
る
こ
と
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
と
言
え
る
で

あ
る
こ
と
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
軽
音
楽
専
門
部
や
軽
音
楽
連
盟
な
ど
が
な

し
ょ
う
。
軽
音
楽
専
門
部
や
軽
音
楽
連
盟
な
ど
が
な

く
、
な
か
な
か
技
術
講
習
会
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加

く
、
な
か
な
か
技
術
講
習
会
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加

す
る
機
会
も
な
い
学
校
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
当
協
会
ま
で

す
る
機
会
も
な
い
学
校
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
当
協
会
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
関
係
性
が
育
ま
れ
、
部
員
同

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
関
係
性
が
育
ま
れ
、
部
員
同

士
や
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
間
の
絆
を
強
め
て
く
れ
る
で

士
や
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
間
の
絆
を
強
め
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　

大
会
出
場
の
常
連
校
は
大
会
前
の
最
終
調
整
の
た

　

大
会
出
場
の
常
連
校
は
大
会
前
の
最
終
調
整
の
た

め
、
部
員
数
が
多
い
学
校
は
連
帯
感
を
強
め
る
た
め
、

め
、
部
員
数
が
多
い
学
校
は
連
帯
感
を
強
め
る
た
め
、

あ
ま
り
練
習
が
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
学
校
は
時
間

あ
ま
り
練
習
が
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
学
校
は
時
間

を
気
に
せ
ず
に
練
習
す
る
た
め
…
な
ど
、
目
的
は
学

を
気
に
せ
ず
に
練
習
す
る
た
め
…
な
ど
、
目
的
は
学

校
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
全
員
で
同
じ
釜
の
ご
飯

校
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
全
員
で
同
じ
釜
の
ご
飯

を
食
べ
、
朝
礼
や
夕
食
後
に
報
告
会
や
反
省
会
を
行
っ

を
食
べ
、
朝
礼
や
夕
食
後
に
報
告
会
や
反
省
会
を
行
っ

た
り
、
い
つ
も
よ
り
も
少
し
長
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

た
り
、
い
つ
も
よ
り
も
少
し
長
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
部
活
動
と
し
て
ま
と
ま
っ
て

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
部
活
動
と
し
て
ま
と
ま
っ
て

い
く
た
め
の
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

い
く
た
め
の
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
単
純
に
軽
音
楽
部
の
み
ん
な
で
過
ご
し

に
加
え
て
、
単
純
に
軽
音
楽
部
の
み
ん
な
で
過
ご
し

た
合
宿
の
日
々
は
高
校
生
活
の
大
切
な
思
い
出
の
１

た
合
宿
の
日
々
は
高
校
生
活
の
大
切
な
思
い
出
の
１

つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

 
演
奏
会
や
コ
ン
テ

 
ス
ト
へ
の
参
加

 

バ
ン
ド
演
奏
を
録

 

音
し
、
形
に
残
す

 

講
習
会
や
ク
リ

 

ニ
ッ
ク
の
受
講

 

合
宿
に
参
加
し
、

 

連
帯
感
を
高
め
る
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軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
は
現
在
最
も
人
気
の

あ
る
部
活
動
の
１
つ
で
す
が
、
そ
の
歴
史
は
ま
だ

浅
く
、
運
営
や
練
習
方
法
、
機
材
や
環
境
整
備
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
少
な
い
た
め
、
多
く
の
顧
問
の

先
生
方
が
悩
ま
れ
て
い
ま
す
。
抱
え
て
い
る
問
題

は
各
校
で
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
全
国
の
軽
音
楽

部
の
活
動
を
参
考
に
「
運
営
＆
活
動
の
手
引
き
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

軽
音
楽
部
の
「
前
提
」

　

軽
音
楽
部
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
部
員
で

あ
る
生
徒
の
こ
と
、
練
習
場
や
機
材
の
こ
と
、

外
部
と
の
つ
な
が
り
…
と
い
っ
た
項
目
に
大
き

く
分
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
昨
今
は
教
員
の

働
き
方
改
革
が
進
み
、
部
活
動
へ
の
関
わ
り
方

や
役
割
も
変
化
し
て
き
て
い
る
た
め
、
直
接
的

な
関
わ
り
は
な
る
べ
く
生
活
指
導
に
と
ど
め
、

対
学
校
、
対
外
部
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
イ

ン
と
す
る
こ
と
が
理
想
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

部
活
動
の
役
割
は
、
教
育
の
一
環
で
あ
り
、

軽
音
楽
と
い
う
文
化
芸
術
を
通
し
て
教
科
学
習

で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
経
験
し
、
身
に
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
原
点
に
立
ち
返
え
れ
ば
、

軽
音
楽
部
に
も
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
を
… 

①
運
営
＆
活
動
の
方
向
性

部活動運営

　
顧
問
の
役
割
と
さ
れ
る
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
？

部
員
へ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
「
人
間
教
育
」、

機
材
は
「
コ
ス
パ
」、
活
動
は
「
経
験
か
ら
の
学

び
」
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
部
活
動
の
活
躍
が
学
校
の
広
報
と

な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
高
校
生
ら
し
く
な
い

言
動
は
控
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
常
に
学

校
の
名
前
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
も
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
前
提
の
１
つ
で
す
。

「
軽
音
楽
」
と
「
軽
音
楽
部
」

　

軽
音
楽
部
は
、
表
面
上
は
楽
器
演
奏
や
バ
ン

ド
で
の
合
奏
と
い
っ
た
音
楽
の
追
求
、
ラ
イ
ブ

で
の
発
表
な
ど
が
目
的
で
す
が
、
そ
の
裏
で
は

部
活
動
と
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
集
団
行
動
、

作
業
）
や
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
意
思
疎
通
や
交
流
）
を
学
び
、
加
え
て
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
創
造
性
）
や
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
（
表
現
力
）
を
育
む
こ
と
が
目
的
に

あ
り
ま
す
。
運
動
部
と
文
化
部
、
両
方
の
効
能

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
軽
音
楽
部
が
近
年
注

目
さ
れ
て
き
て
い
る
理
由
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
を
成
立

さ
せ
る
た
め
に
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
（
軽
音
楽
）
と
少
し
切
り
離
し
て
考
え
る
べ

き
で
す
。
い
か
に
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
音
楽
業
界
は
商
売
で
あ
り
、
ど

ん
な
に
芸
術
性
や
自
己
表
現
を
謳
っ
て
い
て
も

「
売
る
」
こ
と
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
部
活
動

と
は
目
的
が
違
い
す
ぎ
ま
す
。

　

軽
音
楽
部
は
、
関
連
学
校
へ
の
進
学
や
プ
ロ

を
目
指
す
な
ど
、
卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
て

活
動
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、
高
校
入
学
と
同

時
に
楽
器
を
始
め
る
部
員
が
ほ
と
ん
ど
と
い

う
、
い
わ
ば
シ
ロ
ウ
ト
集
団
な
部
活
動
で
す
。

技
術
や
知
識
を
１
か
ら
身
に
つ
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
に
、
長
い
年
月
か
ら
培
わ
れ
た
現
場

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
く
、
音
楽
経
験
の
あ
る
顧
問

も
少
な
い
、
指
導
員
や
コ
ー
チ
の
シ
ス
テ
ム
も

充
実
し
て
い
な
い
…
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
顧

問
の
皆
さ
ん
が
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
わ

か
ら
な
い
の
も
当
然
で
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら

こ
そ
き
ち
ん
と
軽
音
楽
と
軽
音
楽
部
を
セ
パ

レ
ー
ト
し
て
、
軽
音
楽
部
を
軽
音
楽
を
通
し
た

学
び
の
場
と
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

部
員
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　

軽
音
楽
部
は
、
バ
ン
ド
が
集
ま
っ
て
で
き
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
音
楽
部
と
い

う
部
活
動
に
入
部
し
て
い
る
部
員
が
バ
ン
ド
と

い
う
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ

は
似
て
非
な
る
考
え
方
で
、と
て
も
重
要
で
す
。

前
者
は
バ
ン
ド
活
動
が
行
動
の
基
盤
と
な
り
、

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
間
違
う
と
部
へ
の
帰
属
意

識
が
薄
れ
て
い
く
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
学
校
が

あ
っ
て
初
め
て
部
活
動
に
所
属
で
き
、
そ
の
中

で
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
意
識
が

部
員
に
は
必
要
で
す
。

　

部
員
の
退
部
や
休
み
が
多
く
な
る
原
因
の
多

く
は
、
メ
ン
バ
ー
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
人
間

関
係
だ
と
思
い
ま
す
。
学
び
の
場
と
し
て
は
、

な
ん
と
か
自
分
で
ク
リ
ア
し
て
欲
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
こ
と
を
し
て
い
る
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
く

な
る
の
も
必
然
で
す
。
そ
れ
は
社
会
に
出
て
か

ら
も
必
ず
起
こ
る
こ
と
で
す
が
、
バ
ン
ド
が
部

活
動
と
イ
コ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
、
部
活
動

へ
の
参
加
も
疎
ま
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

全
国
の
学
校
で
は
、
部
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
た
め
に
様
々
な
方
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
バ
ン
ド
を
学
期
ご
と
や
演
奏
会
ご
と
に
組

み
直
す
フ
リ
ー
バ
ン
ド
制
に
し
た
り
、
普
段
か

ら
複
数
の
パ
ー
ト
を
や
ら
せ
て
お
い
た
り
…
。

他
に
も
、
反
省
＆
報
告
ノ
ー
ト
を
定
期
的
に
提

出
さ
せ
る
、
部
長
／
副
部
長
な
ど
の
役
員
以
外

に
い
く
つ
も
係
を
作
っ
て
割
り
振
る
、
揉
め
ご

と
が
起
こ
っ
た
時
に
本
人
同
士
で
解
決
で
き
る

対
応
策
を
決
め
て
お
く
、
保
護
者
へ
の
理
解
を

優
先
す
る
、
合
宿
を
行
う
…
な
ど
、
ど
れ
も
部

活
動
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
対
策
で
す
。

環
境
、
機
材
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　

練
習
場
に
関
し
て
相
談
が
多
い
の
が
、
や
は

り
音
量
問
題
で
す
。
な
ん
と
か
音
楽
室
や
視
聴

覚
室
な
ど
の
防
音
設
備
が
整
っ
た
部
屋
を
週
に

何
日
か
で
も
確
保
で
き
る
と
良
い
の
で
す
が
、

音
量
問
題
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
先
生
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
気
／
電
子
楽
器
や

機
材
が
ほ
と
ん
ど
な
軽
音
楽
部
で
は
、
音
量

問
題
は
唯
一
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
楽
器
で
、
し

か
も
打
楽
器
で
あ
る
ド
ラ
ム
の
音
量
問
題
と
同

義
語
だ
と
も
言
え
ま
す
。
策
と
し
て
は
、
タ
オ

ル
な
ど
で
ガ
チ
ガ
チ
に
音
を
ミ
ュ
ー
ト
し
た
り
、

電
子
ド
ラ
ム
を
導
入
す
る
と
い
っ
た
方
法
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
ラ
イ
ブ
本
番
な
ど
で
突
然
本

来
の
姿
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ド
ラ
ム
を
叩
い
た

時
に
、
感
覚
が
普
段
と
違
い
す
ぎ
て
、
い
つ
も

の
プ
レ
イ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

　

機
材
に
関
し
て
は
、
備
品
と
し
て
何
が
必
要

な
の
か
、
ど
の
程
度
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
必
要
な

の
か
、
ど
こ
で
買
う
の
が
ベ
ス
ト
な
の
か
、
修

理
は
ど
う
す
る
の
か
…
な
ど
、
バ
ン
ド
経
験
や

楽
器
経
験
が
な
け
れ
ば
悩
ま
し
い
問
題
と
な
り

ま
す
。
共
用
備
品
の
範
囲
が
曖
昧
で
、
選
択
肢

が
多
い
こ
と
も
原
因
で
す
が
、
実
は
「
部
活
動

で
使
う
な
ら
こ
れ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う

も
の
は
あ
り
ま
す
。機
材
は
日
進
月
歩
な
の
で
、

数
年
経
つ
と
オ
ス
ス
メ
も
変
わ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
コ
ス
パ
が
良
く
て
操
作
が
難
し
く
な

い
、
大
会
で
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
選

択
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
機
材
の
保
管
や
管
理
に
つ
い
て
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
学
校
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
電
気
を
使
う

楽
器
や
機
材
が
ほ
と
ん
ど
な
こ
と
に
加
え
、
近

年
で
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
も
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
ど
ん
な
状
況
で
も
湿
気
や
温
度
、
ほ
こ
り

に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

活
動
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　

顧
問
が
行
う
外
部
向
け
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

と
は
、
機
材
の
購
入
、
演
奏
を
発
表
す
る
場
を

作
る
、
大
会
や
講
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
学

外
の
人
や
団
体
と
の
関
わ
り
の
こ
と
で
す
。
中

で
も
、
発
表
の
場
を
作
る
こ
と
は
軽
音
楽
部
に

と
っ
て
重
要
で
、
文
化
祭
や
発
表
会
な
ど
の
校

内
で
行
う
も
の
か
ら
、
他
校
へ
出
向
い
て
の
合

同
演
奏
会
、
大
会
や
各
種
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
へ

の
参
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
と
の
交
渉
ご
と
や
金
銭
の
管
理
、
外
部

と
の
直
接
的
な
や
り
取
り
な
ど
を
ど
こ
ま
で
部

員
に
任
せ
る
の
か
は
、
学
校
や
顧
問
の
先
生
方

の
方
針
に
よ
っ
て
も
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
演

奏
発
表
の
機
会
は
社
会
を
学
ぶ
様
々
な
機
会
と

な
り
ま
す
。
校
内
で
行
う
部
主
催
の
ラ
イ
ブ
で

は
、
音
響
や
照
明
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
な
ど

を
は
じ
め
、
部
が
一
丸
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
制

作
を
す
る
組
織
力
が
育
ま
れ
、
他
校
を
招
い
て

の
合
同
演
奏
会
で
は
ホ
ス
ト
校
と
し
て
来
校
者

へ
の
配
慮
や
気
配
り
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
発
表
の
場
を
作
る
こ
と
は
生
徒

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
へ
の
イ
ン
ナ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
も
重
要
で
す
。
文
化

祭
で
の
ラ
イ
ブ
や
部
主
催
の
演
奏
会
は
、
軽
音

楽
部
の
存
在
を
校
内
や
保
護
者
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
も
な
り
ま
す
。

　

県
に
よ
っ
て
は
高
文
連
の
軽
音
楽
専
門
部
が

設
置
さ
れ
て
い
た
り
、
軽
音
楽
連
盟
が
組
織
さ

れ
、
主
催
す
る
大
会
で
は
普
段
会
わ
な
い
他
県

他
校
の
生
徒
の
演
奏
に
触
れ
、
見
聞
を
広
め
、

音
楽
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

発
表
の
場
を
演
奏
会
や
大
会
以
外
に
も
求
め
て

い
る
学
校
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
も
多
い

の
が
、
自
治
体
や
商
店
街
の
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
高
齢
者
施
設
や
介
護
施
設
な
ど
で

の
演
奏
で
す
。
行
政
や
地
域
と
の
関
わ
り
も
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
知
る
機
会
で
す
。

　

他
に
も
、
各
種
講
習
会
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の

参
加
、
合
宿
の
開
催
、
他
県
へ
の
遠
征
、
民
間

主
催
の
大
会
へ
の
参
加
…
な
ど
、
普
段
の
部
活

動
か
ら
伸
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
働
き
方
改
革
と
の
折
り
合
い
を
つ
け

な
が
ら
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
部
員

に
高
校
時
代
に
し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
、
部

活
動
だ
か
ら
で
き
る
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
る
こ

と
が
、
最
も
大
事
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



11 10　　軽音楽部マガジン　VOL.91 軽音楽部マガジン　VOL.91

　

軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
は
、
現
在
最
も
人
気

の
あ
る
部
活
動
の
１
つ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
歴
史

は
ま
だ
浅
く
、
運
営
や
練
習
方
法
、
機
材
や
環
境

整
備
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
少
な
い
た
め
、
多
く
の

顧
問
の
先
生
方
が
悩
ま
れ
て
い
ま
す
。
抱
え
て
い
る

問
題
は
各
校
で
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
部
員
、
機
材
、

活
動
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
当
事
者
で
あ
る
部

員
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
部
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
の
考
察
で
す
。

部
活
動
の
目
的
を
踏
ま
え
た
時
に
見
え
る

　

高
校
生
の
集
団
を
束
ね
て
い
く
こ
と
は
大
変

で
す
が
、
部
活
動
を
通
し
て
様
々
な
経
験
を
し

て
い
く
彼
ら
に
と
っ
て
、
部
と
い
う
居
場
所
は

学
校
生
活
の
中
で
有
意
義
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
顧
問
の
皆
さ
ん
は
日
々
奮
闘
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

軽
音
楽
部
は
、
音
楽
を
通
し
て
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ン
ド
と
い
う
小
規
模
グ

ル
ー
プ
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
様
々
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
な
お
か
つ
自
主
性
と
創
作
性
が
育
ま

れ
る
部
活
動
で
す
。
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で

部活動運営

　
顧
問
の
役
割
と
さ
れ
る
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
？

は
、
自
分
と
人
を
比
べ
て
勝
手
に
落
ち
込
ん
だ

り
、
人
間
関
係
に
悩
ん
だ
り
、
責
任
の
重
さ
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
り
、
創
作
の
苦
し
み
や

う
ま
く
い
か
な
い
苦
悩
に
苛
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
軽
音
楽
部
で
は
、
そ
ん
な
10
代
の

憂
悶
は
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
と
い
う
特
別
な
関
係
で

つ
な
が
っ
た
部
員
同
士
の
絆
や
、
ラ
イ
ブ
本
番
な

ど
で
の
達
成
感
、
何
か
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る

充
実
感
な
ど
で
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
顧
問
を
は
じ
め
と
し
た
教
員
の
導

き
や
学
校
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
…
が
。

　

本
人
た
ち
の
気
持
ち
と
は
違
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
大
人
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
の

音
楽
的
な
成
長
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
向
上
と
い
っ

た
こ
と
は
二
の
次
で
構
わ
ず
、
充
実
し
た
青
春

を
過
ご
し
な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て
の
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
部

活
動
と
い
う
も
の
の
真
の
目
的
を
踏
ま
え
た
時

に
、
部
員
へ
の
関
わ
り
方
や
接
し
方
も
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
発
的
に
、
自
主
的
に
…

　

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
部
活
動
は
、
教
職

員
の
指
導
の
下
と
い
う
前
提
が
つ
い
て
い
ま
す

が
、「
生
徒
が
自
発
的
、
自
主
的
に
活
動
す
る

も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
言
葉
に

は
様
々
な
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

高
校
生
に
当
て
は
め
て
み
れ
ば
、
自
分
で
考
え

て
行
動
し
、
自
ら
能
動
的
に
物
事
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
、
と
要
約
で
き
ま
す
。

　

近
年
で
は
、「
多
様
性
」
と
い
う
大
義
名
分

の
も
と
、
日
々
の
活
動
へ
の
参
加
や
入
部
／
退

部
も
か
つ
て
の
よ
う
な
縛
り
は
薄
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
現
代
で
は
、
最
も
大
事
な
こ
と

が
「
部
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
愛
着
や
思

い
入
れ
）」
で
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
毎
日
行

き
た
く
な
る
よ
う
な
部
活
動
、
行
き
た
く
な
く

な
ら
な
い
部
活
動
が
理
想
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
入
部
時
に
意
思
の
確
認
を
し
て
、

部
の
方
針
に
従
う
こ
と
を
誓
い
、
や
る
気
の
あ

る
新
入
生
を
迎
え
て
も
、
途
中
で
退
部
し
て

い
く
部
員
は
出
て
き
ま
す
。
家
庭
の
事
情
な
ど

が
原
因
で
あ
れ
ば
仕
方
な
い
の
で
す
が
、
最
も

残
念
な
の
は
人
間
関
係
の
も
つ
れ
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
は
自
主
自
立
（
自
律
）
の
精
神
と
裏

腹
で
、
チ
ー
ム
で
何
か
を
す
る
時
に
は
必
ず
起

こ
る
軋
轢
で
す
。
し
か
も
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
こ
と
を
し
て
い
る
軽
音
楽
部
で
は
意
見
が
ぶ

つ
か
る
こ
と
も
当
然
で
す
。
対
処
と
し
て
は
、

他
者
と
の
信
頼
関
係
の
築
き
方
、
言
葉
の
チ
ョ

イ
ス
、
他
者
の
意
見
や
主
張
を
受
容
す
る
こ
と

な
ど
、
思
い
や
り
や
社
会
性
の
概
念
を
事
前
に

理
解
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学

校
が
日
々
行
な
っ
て
い
る
こ
と
と
も
い
え
ま
す

が
、火
種
を
事
前
に
察
知
す
る
策
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｄ
Ｍ（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
）
の
使
い
方
を
十
分
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
お

く
、
活
動
ノ
ー
ト
を
定
期
的
に
提
出
さ
せ
問
題

の
兆
候
を
早
期
に
発
見
す
る
、
全
体
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
定
期
的
に
行
っ
て
孤
独
感
を
な
く
す
、

先
輩
が
後
輩
バ
ン
ド
の
練
習
を
見
回
っ
て
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
、
部
内
恋
愛
禁
止
な
ど
、

予
防
策
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
問
題
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
に
は
じ
っ
く

り
と
当
事
者
同
士
が
話
し
合
え
る
環
境
や
シ
ス

テ
ム
を
整
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

バ
ン
ド
の
組
ま
せ
方
に
も
工
夫
が
必
要

　

か
つ
て
の
日
本
社
会
の
考
え
方
は
、
一
度
始

め
た
ら
最
後
ま
で
や
り
通
す
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ

て
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
先
に
成
長
が
あ
る
…

と
い
っ
た
、「
石
に
上
に
も
三
年
」
的
な
も
の

で
し
た
。
個
人
的
に
は
そ
う
い
っ
た
古
い
思
想

も
完
全
否
定
は
で
き
な
い
派
で
す
が
、
現
代
は

好
き
な
こ
と
を
伸
ば
す
、
無
理
に
嫌
な
こ
と
を

続
け
る
必
要
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
主
流
で

す
。
試
合
に
勝
つ
な
ど
の
明
確
な
目
標
が
な
い

軽
音
楽
部
に
は
、
バ
ン
ド
の
組
ま
せ
方
に
も
工

夫
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

前
回
も
述
べ
ま
し
た
が
、
軽
音
楽
部
は
バ
ン

ド
が
い
く
つ
か
集
ま
っ
て
で
き
で
い
る
の
で
は

な
く
、
集
ま
っ
た
部
員
が
バ
ン
ド
に
分
か
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
前
提
に
立
ち
返
れ
ば
、
様
々

に
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
世
界
に
は
解
散

後
何
十
年
も
経
っ
て
再
結
成
…
と
い
う
例
は
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
経
験
上
イ
ヤ
イ
ヤ
続
け

て
メ
ン
バ
ー
同
士
の
関
係
が
修
復
さ
れ
た
試
し

は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ン
ド
、
音
楽
は
気
の
合
っ

た
者
同
士
で
や
る
か
ら
発
展
が
あ
る
の
で
す
。

　

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
１

つ
の
バ
ン
ド
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
柔
軟
に
メ

ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
行
わ
れ
て
も
良
い
と
い
う

意
見
も
時
代
的
に
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仮
に
揉
め
事
が
起
き
た
時
に
備
え
て
、
で
き
る

こ
と
が
限
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
複
数
の
楽
器
や

パ
ー
ト
を
普
段
か
ら
取
り
組
ま
せ
て
お
く
と
い

う
学
校
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
人
間
関
係
の
も
つ
れ
に
至
っ
て
し
ま
っ
た

最
悪
の
場
合
に
限
り
ま
す
。
音
楽
性
（
や
り
た

い
音
楽
）
の
違
い
や
ア
レ
ン
ジ
な
ど
で
の
言
い

合
い
は
、
う
ま
く
手
綱
を
引
い
て
ス
ム
ー
ズ
な

着
地
点
を
見
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

帰
属
意
識
の
大
切
さ

　

部
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
帰
属
意
識
を

高
め
る
こ
と
で
増
加
し
ま
す
。
自
分
が
グ
ル
ー

プ
の
一
員
で
あ
る
と
の
自
覚
は
、
集
団
行
動
の

中
で
の
振
る
舞
い
方
を
学
ば
せ
ま
す
。
他
者
へ

の
迷
惑
を
意
識
し
た
思
い
や
り
の
あ
る
言
動
、

自
分
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
へ
の
責
任
感
、
共

有
機
材
や
備
品
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
、
目
上

の
人
に
対
す
る
敬
い
と
後
輩
に
対
す
る
配
慮
…

な
ど
、
部
活
動
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る
こ
と
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
伝
統
の
厳
守
、
大

会
常
勝
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
他
校
へ
の
過
度
な

ラ
イ
バ
ル
心
な
ど
、
行
き
す
ぎ
た
愛
校
心
も
生

ま
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
あ

た
り
が
顧
問
が
行
う
部
員
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
学
校
の
部
活
動
で
あ
る
と
い
う
意
識

は
、
学
外
の
行
動
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。
制
服

を
着
て
ギ
タ
ー
を
抱
え
て
い
る
こ
と
の
重
大
さ

を
部
員
は
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
一
般
の
高
校
生
バ
ン
ド
の
帰
属

意
識
は
、
友
人
と
組
ん
で
い
る
バ
ン
ド
そ
の
も

の
だ
け
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
も
う
少
し
視
野

を
広
く
、
帰
属
は
部
活
動
と
い
う
団
体
や
学
校

と
い
う
機
関
に
あ
り
、
ひ
い
て
は
社
会
と
い
う

世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
学
ぶ
き
っ
か

け
と
も
な
り
ま
す
。

部
活
動
だ
か
ら
で
き
る
「
リ
ア
充
」
を

　

部
の
存
在
や
運
営
に
あ
る
程
度
の
形
が
で
き

た
ら
、
日
々
の
活
動
は
生
徒
に
任
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
理
想
で
す
。
そ
れ
は
、
生
徒
の
自
主
自

立
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
す
が
、
教
員
の
働
き

方
改
革
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。
そ
の
状
態
を

作
り
上
げ
る
ま
で
が
大
変
だ
と
も
思
い
ま
す

が
、
理
想
の
部
活
動
化
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
部
員
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

く
出
発
点
と
も
言
え
ま
す
。

　

部
員
や
バ
ン
ド
数
が
多
い
学
校
で
は
、
い
つ
の

間
に
か
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。
上
手

な
バ
ン
ド
、
巧
い
プ
レ
イ
、
大
会
で
入
賞
す
る
バ

ン
ド
な
ど
、
部
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
部
員
が

出
て
く
れ
ば
、
そ
の
陰
で
鬱
屈
と
し
て
い
る
部

員
も
出
て
き
ま
す
。
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
る

べ
き
は
、
当
然
そ
れ
ら
の
勝
手
に
落
ち
込
ん
で

や
る
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
部
員
で
す
。
多
く

の
場
合
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
意
識
は
能
力
差
で

は
な
く
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム
の
充
実
感
の
差
で

あ
る
こ
と
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
部
員
を
い
か
に
「
リ
ア
充
」
に
し
て
あ
げ

ら
れ
る
か
…
。
部
員
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

今
風
に
言
え
ば
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
の
学
校
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
複
数
の

楽
器
や
パ
ー
ト
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
居
場
所

を
増
や
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
一
歩
進
め
て
、
本
番
の
機
会
ご

と
に
メ
ン
バ
ー
を
組
み
直
す
フ
リ
ー
バ
ン
ド
制

に
す
る
こ
と
も
部
活
動
だ
か
ら
で
き
る
有
効
策

で
す
。
ま
た
、
機
材
係
、
記
録
係
、
会
計
係
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
係
、
広
報
係
と
い
っ
た
部
内
の

「
係
」
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
一
任
さ
せ
る
こ
と

は
、
演
奏
以
外
で
部
に
貢
献
で
き
る
き
っ
か
け

作
り
に
も
な
り
ま
す
。
任
命
権
を
部
長
や
最
上

級
生
に
与
え
た
り
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を

伝
統
と
し
て
代
々
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、

部
の
運
営
を
生
徒
に
任
せ
て
い
く
道
筋
の
ひ
と

つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

軽
音
楽
部
に
も
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
を
… 

②
部
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
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軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
は
、
現
在
最
も
人
気

の
あ
る
部
活
動
の
１
つ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
歴

史
は
ま
だ
浅
く
、
運
営
や
練
習
方
法
、
機
材
や
環

境
整
備
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
少
な
い
た
め
、
多
く

の
顧
問
の
先
生
方
が
悩
ま
れ
て
い
ま
す
。
抱
え
て

い
る
問
題
は
各
校
で
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
部
の

運
営
に
必
要
な
部
員
、
機
材
、
活
動
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
ま
し
た
。
第
３
回

目
と
な
る
今
回
は
、
部
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
る
、

機
材
や
備
品
、
練
習
環
境
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

機
材
の
購
入

　

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
た
く
さ
ん
の

楽
器
や
機
材
を
使
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
電
気
・
電
子
楽
器
で
あ
り
、
音
を
出

す
た
め
の
周
辺
機
器
や
備
品
が
さ
ら
に
必
要
に

な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
機
材
を
揃
え
た
い
、
増

や
し
た
い
、
買
い
替
え
た
い
と
思
っ
て
も
、
生

徒
会
か
ら
の
分
配
金
で
は
な
か
な
か
賄
い
き
れ

る
分
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

解
決
策
と
し
て
は
、
部
費
の
徴
収
を
始
め
た

り
増
額
す
る
、
知
り
合
い
や
保
護
者
か
ら
提
供

部活動運営

　
顧
問
の
役
割
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
？

し
て
も
ら
う
、
顧
問
が
自
分
の
機
材
を
寄
付
す

る
、
近
く
の
学
校
と
余
っ
て
い
る
も
の
を
交
換

し
合
う
…
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

近
年
で
は
、
音
楽
機
材
専
門
の
大
手
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
や
楽
器
店
の
ネ
ッ
ト
通
販
も
あ
り
、

製
品
の
詳
細
も
事
前
に
把
握
で
き
る
た
め
、
購

入
は
比
較
的
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
や
フ
リ
マ
ア
プ
リ
、
地
元
で

不
要
な
も
の
を
や
り
取
り
す
る
サ
イ
ト
や
ネ
ッ

ト
掲
示
板
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、
費
用
を
抑
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
機
材
そ
れ
ぞ
れ
に
ラ
ン
ク
や
互
換

性
、
仕
様
の
違
い
が
あ
り
、
具
体
的
に
ど
の
機

種
を
選
べ
ば
良
い
か
の
判
断
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
勢
が
共
用
で
長
く

使
用
す
る
「
備
品
」
と
し
て
最
適
か
の
見
極
め

で
す
。
例
え
ば
、
よ
り
多
く
の
場
所
で
使
わ
れ

て
い
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
機
材
は
、
他
校
に
遠

征
し
た
り
大
会
に
出
場
し
た
時
な
ど
で
扱
い
に

戸
惑
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
電
化
製
品
同
様
、
音
楽
機
材
も
デ
ジ
タ
ル
化
、

小
型
化
、
高
性
能
化
、
低
価
格
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら

わ
れ
ず
、
現
在
と
未
来
を
見
据
え
た
機
材
を
選

ぶ
と
い
う
考
え
方
が
お
勧
め
で
す
。　

　

す
べ
て
の
機
材
に
つ
い
て
詳
細
に
お
伝
え
す

る
の
は
難
し
い
の
で
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ

ば
当
協
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
マ
イ
楽
器
」
の
線
引
き

　

機
材
に
関
し
て
意
外
と
重
要
な
の
は
、
ど
こ

ま
で
を
「
マ
イ
楽
器
」
と
す
る
か
で
す
。
マ
イ

楽
器
と
は
、
部
員
が
持
参
す
る
べ
き
も
の
と
い

う
意
味
で
す
。
例
え
ば
、
ギ
タ
リ
ス
ト
な
ら
ギ

タ
ー
本
体
は
持
参
、
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
は
学
校
の

備
品
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
シ
ー
ル
ド
ケ
ー
ブ
ル
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
ギ
タ
リ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
自
分
で
持
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
は

学
校
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
昔
前
の
キ
ー
ボ
ー
ド

は
高
価
で
重
く
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
と
同
じ
よ
う

に
学
校
の
備
品
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ

た
た
め
、
周
辺
機
材
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
も
学
校

の
備
品
と
し
て
揃
え
て
お
く
こ
と
が
通
例
で
し

た
。
し
か
し
、
音
作
り
の
面
か
ら
も
マ
イ
キ
ー

ボ
ー
ド
を
持
参
す
る
部
員
が
多
く
な
っ
て
き
た

現
在
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
も
持
参
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
と
え
キ
ー
ボ
ー

ド
を
学
校
の
備
品
と
し
て
い
る
場
合
で
も
、
自

分
用
の
ケ
ー
ブ
ル
は
持
参
す
る
と
い
う
ル
ー
ル

も
お
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ボ
ー
カ
ル
マ
イ
ク
に
つ
い
て
も
、
昔
と
状
況

は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
街
の
練
習
ス
タ
ジ

オ
で
も
ラ
イ
ブ
会
場
で
も
マ
イ
ク
は
常
設
が
一

般
的
な
考
え
方
な
た
め
、
マ
イ
ク
本
体
や
マ
イ

ク
ケ
ー
ブ
ル
、
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
は
備
品
で
あ

る
こ
と
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
は
衛
生
面
か
ら
も
マ
イ
マ
イ
ク
を
購
入
す
る

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
が
増
え
て
い
ま
す
。
音
響
シ
ス

テ
ム
上
の
問
題
か
ら
、
マ
イ
ク
交
換
時
の
オ
ン

オ
フ
に
注
意
が
必
要
だ
っ
た
り
、
現
状
は
機
種

をSH
U
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に
限
定

し
て
お
く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
が
、
マ
イ
ク

を
使
う
人
数
の
多
い
学
校
で
は
検
討
し
て
も
良

い
案
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
ド
ラ
ム
の
ペ
ダ
ル
や
ス
ネ
ア
、
ギ

タ
ー
の
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
も
、
マ
イ
楽
器
と

し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
備
品
購
入
の
費
用
削

減
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ウ
ン
ド
や
プ

レ
イ
へ
の
こ
だ
わ
り
、
ど
こ
で
も
同
じ
条
件
で

演
奏
で
き
る
安
心
感
の
た
め
に
は
有
効
で
す
。

入
部
し
た
ば
か
り
の
新
入
生
に
も
徐
々
に
マ
イ

楽
器
に
対
す
る
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
も
、
機

材
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
一
環
で
す
。

練
習
環
境
の
整
備

　

軽
音
楽
部
は
、
い
く
つ
か
の
バ
ン
ド
に

分
か
れ
て
活
動
す
る
た
め
、
練
習
場
所
が

複
数
必
要
に
な
り
ま
す
。
部
員
が
増
え
て
、

バ
ン
ド
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
練

習
場
所
の
確
保
に
困
っ
て
し
ま
う
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

音
の
響
き
方
に
関
す
る
問
題
は
、
音
楽
室

や
視
聴
覚
室
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
と
、

普
通
教
室
を
使
用
す
る
場
合
と
で
も
違
い

は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

音
量
問
題
は
、
中
に
は
「
騒
音
問
題
」

と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
、
校
内
で
は
煙
た
が
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
学
校
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
や
吹
奏
楽
は
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
音

量
を
稼
ぎ
ま
し
た
が
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
は
電
気
で
音
を
増
幅
し
ま
す
。
逆
説

的
に
言
え
ば
、
ド
ラ
ム
以
外
の
楽
器
は
音

量
を
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
音
量
問
題
対
策
は
打
楽
器

で
あ
る
ド
ラ
ム
と
、
肉
声
を
駆
使
し
て
い
る

ボ
ー
カ
ル
へ
の
対
応
が
ほ
ぼ
す
べ
て
で
す
。
ド

ラ
ム
は
、
本
来
の
サ
ウ
ン
ド
を
失
う
ほ
ど
ヘ
ッ

ド
に
ガ
ム
テ
ー
プ
を
が
っ
ち
り
と
貼
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
解
決
策
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、
セ
ッ

ト
の
下
に
マ
ッ
ト
を
敷
く
と
床
の
キ
ズ
防
止

や
滑
り
止
め
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
防
振
・

防
音
に
も
な
り
ま
す
。
バ
ス
ド
ラ
ム
に
は
毛

布
な
ど
を
詰
め
た
り
、
フ
ロ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
を
外

し
て
し
ま
う
こ
と
も
有
効
で
す
。
近
年
で
は
、

ヘ
ッ
ド
に
置
い
た
り
、
シ
ン
バ
ル
に
貼
る
練
習

用
消
音
ツ
ー
ル
も
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
に
は
、
自
分
の
歌
（
声
）

を
返
す
モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
を
用
意
す
る

こ
と
で
、
Ｐ
Ａ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
出
力
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
ピ
ッ
チ
の
安

定
、
大
声
を
出
し
て
喉
を
枯
ら
し
て
し
ま

う
こ
と
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
Ｐ
Ａ
ス

ピ
ー
カ
ー
を
ボ
ー
カ
ル
用
モ
ニ
タ
ー
と
考
え

て
も
良
い
で
す
が
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
な
ど
と
一
緒
に
出
す
場

合
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
バ
ン
ド
練
習
の
総
音
量
基
準
は
、
き
ち
ん

と
ボ
ー
カ
ル
が
聴
こ
え
る
か
ど
う
か
で
す
。

練
習
を
見
回
っ
て
適
切
な
音
量
で
練
習
し
て

い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
、
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
う
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

機
材
の
管
理
、
保
全

　

部
活
動
で
使
用
す
る
機
材
や
備
品
は
、
当
然

な
が
ら
長
く
使
い
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
部
員
に
正
し
い
扱
い
方
や
保
管
方
法
を

行
き
届
か
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
部

活
動
の
た
び
に
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
や
ア
ン
プ
な
ど

を
倉
庫
な
ど
か
ら
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学

校
で
は
、
壁
に
ぶ
つ
け
た
り
、
壊
し
た
り
、
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う
に
慎
重
な
扱
い
が
望
ま
れ
ま

す
。
機
材
は
精
密
機
械
も
多
い
た
め
、
重
い
も

の
は
台
車
を
使
う
、
必
ず
２
人
以
上
で
運
ぶ
、

滑
り
止
め
の
つ
い
た
手
袋
を
使
用
す
る
と
い
っ

た
ル
ー
ル
作
り
も
有
効
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
軽
音
楽
部
で
使
用
す
る
機

材
は
電
気
・
電
子
機
器
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
通

電
の
オ
ン
オ
フ
の
順
序
間
違
い
や
、
溜
ま
っ
た
ホ

コ
リ
が
故
障
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
管
状
況
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、

木
製
や
鉄
製
の
部
品
も
多
い
た
め
、
湿
度
と
温

度
に
注
意
し
て
、
で
き
る
だ
け
換
気
を
よ
く
す

る
こ
と
が
理
想
で
す
。
ま
た
、
基
本
的
に
置
き

勉
な
ら
ぬ
部
員
の
「
置
き
楽
器
」
は
、
責
任
問

題
も
含
め
て
避
け
た
方
が
賢
明
で
し
ょ
う
。

　

部
に
は
、
頑
張
っ
て
調
達
し
た
機
材
や
過
去

に
先
輩
た
ち
が
購
入
し
た
機
材
も
あ
れ
ば
、
現

部
員
の
代
で
購
入
し
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て

未
来
の
部
員
へ
引
き
継
い
で
い
く
も
の
だ
と
い

う
意
識
が
大
切
で
す
。
自
分
た
ち
が
使
っ
て
い

た
機
材
を
、
卒
業
後
も
後
輩
が
大
切
に
使
っ
て

い
る
と
知
っ
た
ら
、
き
っ
と
感
動
す
る
と
思
い

ま
す
。
部
の
備
品
は
部
の
財
産
で
す
。
道
具
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
も
同
時
に
部
活
動
で
学
ん

で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
ど
ん
な
に
大
事
に
使
っ
て
い
て
も

機
械
は
い
つ
か
壊
れ
ま
す
。
調
子
が
悪
く
な
っ

た
り
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
ら
修
理
が
必
要
で
す
。

予
備
の
機
材
が
な
い
場
合
は
練
習
に
差
し
支
え

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
修
理
に
出

す
べ
き
か
、
廃
棄
す
る
べ
き
か
の
判
断
や
、
代

用
品
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
の
ク
リ

ア
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
悩
ん
で
い
る

う
ち
に
使
用
し
な
い
機
材
が
部
室
や
倉
庫
に
溜

ま
っ
て
い
く
…
な
ん
て
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
と
の
相
談
が
必
要
な
場
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
速
や
か
な
処
置
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

軽
音
楽
部
に
も
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
を
… 

③
機
材
・
環
境
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
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軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
は
、
現
在
最
も
人
気

の
あ
る
部
活
動
の
１
つ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
歴

史
は
ま
だ
浅
く
、
運
営
や
練
習
方
法
、
機
材
や
環

境
整
備
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
少
な
い
た
め
、
多
く

の
顧
問
の
先
生
方
が
悩
ま
れ
て
い
ま
す
。
抱
え
て

い
る
問
題
は
各
校
で
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
部
の

運
営
に
必
要
な「
部
員
」「
機
材
」「
活
動
」の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
ま
す
。
最
終

回
の
今
回
は
、
未
来
志
向
な
日
々
の
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
教
員
の
働
き
方
改
革
や
部
活
動
の
地

域
移
行
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、
部
活
動
に
関
係

す
る
環
境
や
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
部
活
動
そ
の
も
の
を

根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
部
活
動
と
は
何
か
、
今

後
ど
う
あ
る
べ
き
か
…
は
、
国
や
自
治
体
の
方

向
性
だ
け
に
任
せ
て
お
く
の
で
は
な
く
、
学
校

ご
と
、
部
活
動
ご
と
、
さ
ら
に
は
保
護
者
や
地

域
住
民
、
国
民
全
員
が
日
本
の
未
来
の
教
育
問

題
と
し
て
捉
え
る
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

部活動運営

　
顧
問
の
役
割
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
、
軽
音
楽
部
と
い
う
部
活
動
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
？

　

軽
音
楽
部
と
い
う
比
較
的
新
し
い
部
活
動
で

は
、
単
に
楽
器
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

（
軽
音
楽
）
の
追
求
だ
け
で
は
な
く
、
文
部
科
学

省
の
言
う
「
社
会
的
自
立
と
社
会
参
画
の
力
を

育
む
教
育
」
…
す
な
わ
ち
、自
分
の
意
見
を
持
っ

て
様
々
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
社
会
人
、

主
体
性
を
持
ち
、
発
信
力
の
あ
る
社
会
人
に
な

る
た
め
の
ス
キ
ル
を
育
む
活
動
が
可
能
で
す
。

　

社
会
が
上
位
下
達
の
時
代
か
ら
個
性
や
多
様

性
を
尊
重
す
る
時
代
に
変
化
し
て
い
る
今
、
軽

音
楽
部
が
そ
れ
ら
を
肯
定
的
に
内
包
し
、
現
代
、

そ
し
て
、
未
来
を
担
う
日
本
人
像
に
マ
ッ
チ
し

た
部
活
動
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
逆
説
的
に
言
え

ば
、
そ
う
い
っ
た
部
分
を
重
視
し
、
時
代
に
合
っ

た
活
動
へ
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
も
言
え
ま
す
。

　

個
々
の
多
様
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
大

事
に
し
な
が
ら
、「
バ
ン
ド
」
と
い
う
チ
ー
ム
の

中
で
主
張
と
妥
協
を
繰
り
返
し
、
演
奏
や
楽
曲

を
作
り
上
げ
て
い
く
行
為
は
、
社
会
に
出
て
か

ら
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
民
主
主
義
で
は
、
常

に
複
数
人
で
協
議
し
て
、
個
々
が
そ
の
結
果
に

基
づ
い
た
行
動
と
結
果
を
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
は
、
何
も
仕
事
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
常
生
活
で
の
円
滑
な
人
間
関
係
の
構

築
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
学
校
、
特
に
部
活

動
で
は
普
段
か
ら
連
帯
意
識
や
集
団
意
識
を
育

む
活
動
が
望
ま
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
時
間

厳
守
や
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
（
報
告
、
連
絡
、
相
談
）
の
徹
底
、
提

出
物
や
締
切
期
限
に
対
す
る
責
任
感
、
他
者
に

迷
惑
を
か
け
ず
、
感
謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
共

用
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
…
な
ど
で
す
。
特

に
人
間
関
係
に
関
す
る
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

能
力
や
多
様
性
を
認
識
し
、
他
者
を
認
め
る
こ

と
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険

性
の
把
握
…
と
い
っ
た
、
現
代
人
に
と
っ
て
大

事
な
社
会
的
ス
キ
ル
は
バ
ン
ド
と
い
う
小
さ
な

チ
ー
ム
、部
活
動
と
い
う
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
で
様
々
に
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
軽
音
楽
部
の
活
動
の
中
で
、
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
向
上
や
良
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
る

こ
と
よ
り
も
大
事
な
事
柄
で
す
。
そ
れ
ら
が
大

成
す
る
こ
と
は
二
次
的
要
素
で
あ
り
、
真
の
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
に
、
普
段
の
練
習
は
上
級
生
が
主
導

す
る
べ
き
で
す
。
指
導
員
が
い
た
と
し
て
も
、

練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
練
習

場
所
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
実
際
の
運

営
は
、
生
徒
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
顧
問
や
指
導
員
が
活
動
そ
の
も

の
を
引
っ
張
っ
て
い
る
と
、
い
つ
に
な
っ
て
も

「
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
」
が
払
拭
で
き
ま
せ
ん
。

周
り
の
大
人
は
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
て
い
る
方

が
、
生
徒
た
ち
の
成
長
や
部
の
継
続
の
た
め
に

も
有
効
で
す
。
時
間
を
か
け
て
で
も
、
生
徒
主

体
の
状
態
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
の
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

実
際
の
技
術
面
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
指
導
に

関
し
て
も
、
顧
問
や
指
導
員
の
オ
ー
バ
ー
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
専

門
的
な
知
識
が
あ
る
方
も
そ
こ
は
グ
ッ
と
我
慢

を
し
て
、
基
本
は
先
輩
が
後
輩
を
指
導
し
、
自

分
た
ち
で
答
え
を
見
つ
け
て
さ
せ
て
い
く
活
動

が
理
想
で
す
。
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
失
敗
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
段
の
練
習
は
個

人
練
習
、
バ
ン
ド
練
習
、
ラ
イ
ブ
練
習
と
内
容

と
目
的
を
し
っ
か
り
と
分
け
る
こ
と
で
、
目
標

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
音
楽
部
は
「
バ
ン
ド
が
集
ま
っ
て

で
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
部
員
が
バ
ン
ド
に

分
か
れ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
原
則
に
立
ち
返

れ
ば
、
部
員
全
員
で
行
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
全

体
練
習
を
日
々
の
活
動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
部
長
や
幹
部
部
員
を
中
心
に
、

団
体
と
し
て
の
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
強
固

な
部
活
動
へ
の
礎
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
文
化
祭
ラ
イ
ブ
や
合
同
演
奏
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
制
作
を
部
で
行
っ
た
り
、
音
楽

合
宿
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
も
部
活
動
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
集
団
行
動
の
経
験
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
自
由
参
加
が
原
則
な
部
活
動
で
は
強
制
的

に
…
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
経
験
す
る
こ
と
や

知
る
こ
と
は
成
長
の
第
一
歩
と
な
る
貴
重
な
体

験
で
す
。
演
奏
会
や
大
会
へ
の
参
加
は
わ
か
り

や
す
い
中
間
目
標
設
定
で
す
が
、
実
力
が
発
揮

で
き
た
か
を
自
己
評
価
し
、
他
の
出
演
者
か
ら

刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
、
出
演
し
な
い
部
員
も
会
場
へ
来

て
仲
間
の
演
奏
や
自
校
以
外
の
バ
ン
ド
の
演
奏

に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
な
経
験
で
す
。
現
場
で

の
リ
ア
ル
な
体
験
は
必
ず
何
か
を
感
じ
、
部
員

た
ち
に
と
っ
て
、
次
へ
の
良
い
ス
テ
ッ
プ
と
な

り
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
様
々
な
行
事
に

参
加
し
や
す
い
空
気
を
作
る
こ
と
も
、
大
事
な

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
１
つ
と
言
え
ま
す
。

　

軽
音
楽
部
は
そ
の
性
格
上
、
学
べ
る
（
経
験

で
き
る
）
事
柄
に
幅
が
あ
り
ま
す
。
部
員
数
や

練
習
場
所
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ

る
と
思
い
ま
す
が
、
普
段
の
活
動
で
は
、
楽

器
・
歌
の
技
術
向
上
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
理
解

と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
へ
の
造

詣
を
深
め
る
こ
と
の
他
に
も
、
楽
器
、
電
気
・

電
子
機
器
、
音
響
、
照
明
、
楽
曲
創
作
（
作
詞
、

作
曲
、
編
曲
）、
Ｄ
Ｔ
Ｍ
…
な
ど
、
音
楽
に
関
し

て
興
味
を
持
つ
こ
と
や
学
べ
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
校
内
ラ
イ
ブ
や
合
同
演
奏
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
制
作
し
た
場
合
で
は
、
そ
の
規
模

に
も
よ
り
ま
す
が
、
企
画
＆
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

運
営
、マ
ネ
タ
イ
ズ
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
宣
伝
＆
広
報
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

ポ
ス
タ
ー
作
成
、
ア
テ
ン
ド
…
な
ど
、
エ
ン
タ

メ
業
界
を
擬
似
体
験
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
音
楽
業
界
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
業
界
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
部
長
な
ど
の
役
職
に
つ
け
ば
、
部

員
の
士
気
を
高
め
、団
結
力
を
強
め
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
性
、
運
営
の
方
向
性
や
持
続
を
保
つ
行

動
力
、
部
員
の
関
係
性
を
把
握
し
、
ま
と
め
て

い
く
責
任
感
な
ど
が
養
わ
れ
ま
す
。
音
響
係
、

照
明
係
、映
像
係
、機
材
係
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
係
、

連
絡
係
、
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
と
い
っ
た
、
幹
部

職
を
経
験
す
る
こ
と
も
同
様
に
社
会
人
と
し
て

の
ス
キ
ル
を
育
む
体
験
と
な
り
ま
す
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
こ
れ
ら
は
軽
音
楽
部
に
限
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
つ
の
部
活
動
の
中

に
バ
ン
ド
と
い
う
小
単
位
の
チ
ー
ム
が
複
数
あ

る
…
と
い
う
形
は
軽
音
楽
部
特
有
の
も
の
で
す
。

よ
り
一
層
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
と
な
り
、

大
き
な
経
験
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

部
活
動
が
社
会
へ
出
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
育

む
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
軽
音
楽

部
は
よ
り
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る

部
活
動
な
の
だ
と
言
え
ま
す
。
学
校
教
育
の
一
環

で
あ
る
部
活
動
は
高
校
時
代
の
良
い
思
い
出
と

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て

様
々
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。
中
に
は
、
プ
ロ
（
仕
事
に
す
る
こ
と
）
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
指
し
た
り
、
推
薦
入
学

を
は
じ
め
と
し
た
関
連
校
へ
の
進
学
、
関
連
会
社

へ
の
就
職
な
ど
、
専
門
的
な
道
を
希
望
し
て
将

来
が
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
社
会
と
の
様
々
な
接
点
を
作
り
、

視
野
を
広
げ
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
普
段

か
ら
学
校
を
飛
び
出
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
も
有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま
す
。
軽

音
楽
部
は
バ
ン
ド
ご
と
の
少
人
数
で
の
行
動
が

可
能
な
た
め
、
地
域
の
お
祭
り
へ
の
参
加
や
高

齢
者
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
は
他
の
部
活
動
よ
り

も
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
が
将
来
、
社
会
に
出
た
時
に
軽
音

楽
部
と
い
う
部
活
動
を
通
し
て
得
た
も
の
が「
強

み
」
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
明
る
い
未
来
を

見
て
く
れ
る
こ
と
が
、
最
も
大
き
な
「
部
活
動

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

文
・
辻　

 

伸
介

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会

副
理
事
長

時
代
に
合
っ
た
活
動
を

「
社
会
性
」
を
育
む
こ
と

社
会
に
出
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
育
む

明
る
い
未
来
を
見
せ
る
こ
と

活
動
の
根
本
に
あ
る
べ
き
理
念

軽
音
楽
部
に
も
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
を
… 

④
活
動
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
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	軽音楽部マガジン VOL.91

